
再生利用の効果的な取組事例の周知。
市町村と連携した、家庭の生ごみ減量化やリサイクルに向けた
取組みの推進。

商慣習見直し宣言事業者の登録が少ない業種（製造業・卸売業）
での登録拡大。

フードチェーンにおける各主体の取組みとその削減効果について
の調査研究や結果の共有。

（外食産業）国が作成する食べ残し持ち帰りガイドラインの周知。

季節や世代・ライフスタイルに応じた具体的な削減の取組みに
ついて、動画やSNS等による周知・啓発の実施。

社会情勢（SDGsやカーボンニュートラルの達成）を踏まえた
教育・人材育成や、「デコ活」に関する啓発キャンペーンの推進。

③食品ロス等削減に関する
優良な取組事例等の
情報収集・発信、表彰

②食品ロス等の実態把握調査
や効果的な削減方法等に
関する調査研究の実施

②食品廃棄物の飼料化・
肥料化・エネルギー化等に
よる適正な再生利用の推進

②家庭における食品ロス削減

富山県食品ロス削減推進計画の見直し（素案）概要

③フードチェーンにおける
食品ロス削減

①未利用食品等の有効活用

・本県の事業系の再生利用等実施率は全国よりも低く向上が必要。

①消費者、事業者、関係団体及び
行政が連携した県民総参加の
食品ロス等削減運動の展開

・令和４年度の県民１人１日当たり食品ロス量は約85gと前回調査（平成28
年度）の約110gに比べ約25g削減。
・さらなる削減に向け各種団体や地域の取組推進の継続が必要。

①消費者、事業者等に対する
知識の普及啓発等

・食品ロス問題を認知した上で削減のための取組みを行う人は近年90％
前後で推移している。
・期限間近商品購入に取り組んでいる人や店舗である程度の欠品を許容
する人が少なく、消費者の理解が不十分。

Ⅱ
発生抑制に
重点を置い
た食品ロス
削減の推進

Ⅲ
循環型社会
を意識した
食品ロス削
減の推進や
適正な再生
利用の推進

Ⅰ
推進体制の
整備

＜推進事項＞

＜計画の理念＞
「富山物質循環フレームワーク」の実現に向けた先進的な食品ロス等の削減の推進
＜基本目標＞
持続可能な社会の実現に向け、消費者・事業者・行政等の連携協力のもと、県民生活や事業活動等において食品ロス等の削減に繋がる取組みが進んだ社会を目指す。

＜計画の期間＞令和２年度～令和11年度（10年間 ※中間年に改定）

＜課題を踏まえた計画見直し内容(第４章で明記)＞

表彰等による効果のあった取組みの共有・拡大。

削減効果の調査研究、結果の共有による削減の取組みの拡大に
努める。

消費者が事業者の取組みを理解し、過剰な鮮度志向の改善や
期限間近商品の購入に努めるような普及啓発活動の推進。

フードバンクは利用促進に向けた地域や団体との連携を推進。

事業者の災害備蓄食料について、フードバンクへの寄付を周知。

フードドライブは実施団体の支援、常設窓口設置等による環境
整備及び認知度向上に向けた啓発。

・令和元年５月「食品ロス
の削減の推進に関する法
律」制定

・令和２年３月「食品ロス
の削減の推進に関する基
本的な方針」閣議決定

・令和５年12月「食品ロス
削減目標達成に向けた
施策パッケージ」策定

①未利用食品等の提供
の促進…食品寄付ガイ
ドラインの作成（令和６年
度末）
②外食…食べ残し持ち帰
りガイドラインの策定（令
和６年度末）
③食品廃棄物の排出削減
の促進

・「食品ロスの削減の推進
に関する基本的な方針」
見直し（令和６年度末を
めどに閣議決定予定）

・食品リサイクル法に基づ
く基本方針の見直し（令
和６年度末に省令の改
正・告示予定）

・脱炭素につながる新し
い豊かな暮らしを創る国
民運動「デコ活」（令和５
年７月）の中でデコ活ゼロ
アクションの１つとして食
品ロス削減を呼び掛け

・食品ロス削減、食品寄
附促進、食品アクセス確
保の３つの施策を包括す
る概念を「食の環」と呼ぶ
「食の環」プロジェクト取り
まとめ（令和６年７月）

資料２－１

＜国の動き＞

＜これまでの取組みの成果と課題（第４章で明記）＞

第１章 総論
第２章 食品ロス等の現状 全国・富山県の状況

調査結果
取組みの成果

第４章 推進施策
第５章 各主体の役割

第３章 計画の目指す姿と推進事項の方向性 ・ウェルビーイングの向上
・若い世代への効果的な啓発・アプローチ
・各主体での取組みと効果の共有

拡

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

・家庭系食品ロスの発生量は減少傾向
・一方で、食べ残しが多い、30～40代での食品ロス発生頻度が高い、10
～20代で削減意義等を感じられていないことから、重点的な啓発などが必
要。

・事業系食品ロス量は全体として減少。
・引き続き中小企業も含めたフードチェーン全体での商慣習の見直しの取
組みが必要。
・「食べきり3015」協力店及び「食べきりサイズメニュー」提供店、優先購入
キャンペーン実施店における、食品ロス削減の取組状況や削減効果の
「見える化」が必要。
・外食産業は食品ロス量・割合ともに低下していたもののコロナ禍後は宴
会等の増加が懸念されるため、引き続きの取組みが必要。

・フードバンク及びフードドライブは実施団体・企業及び取組件数が増加。
・フードバンクでは食品の運搬や保管について温度管理、スペースの確
保が課題。
・フードドライブ活動の認知度は39.5%で低く、さらなる啓発が必要。

赤字は新たに追加や強化した施策等

＜フードバンク活動＞
食品メーカ等から通常の販売が困難な食品を引き取り、福祉団体等に譲渡する活動。
＜フードドライブ＞
家庭で余っている食品を集めて、福祉団体等に寄付する活動。

拡

拡

第６章 計画の推進


